
 

 

 
 

「戦争法案」（安保法案）の採決が強行された日から、「戦争法を

廃止しよう」との声があがっています。日本ペンクラブや日本弁護士

連合会など幅広い団体が戦争法廃止を求める声明を出しています。 

それは、「もう決まったからしょうがない」では済まない重大な問

題があるからです。 

「戦争法の廃止を求める」署名、「市民アピー

ル」賛同の運動にご参加ください 

このままでは、日本は「戦争が当たり前」の国に変えら

れてしまいます。皆さんの平和の願いを集めて、平和主義・

立憲主義・民主主義を否定する安倍首相の暴走政治をやめ

させ、「戦争法」を廃止しましょう。国会にあてた署名活動にご参加ください。 

来年 1月 31日に、3回目の「市民のつどい＆パレード」を開催します 

賛同する市民 1000人の連名で、参加を呼びかけます。賛同署名にご協力ください【裏面】。 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

1･31 平和のつどい＆パレード 
   つどいに続いて、市役所前から日野駅までピースパレードを行います。 

２０１６年 

１月３１日(日) 
 １:３０～つどい ３:１５～パレード 

市民会館大ホール 
  家族連れ、親子連れの参加で、楽しく学び、

元気の出る集いを計画中です。 

国会の多数
議員で強行
採決しても 
 

私たちは平和と民主主義をあきらめません！ 

国民の 5 割以上が「納得せず」、8 割が「審議は尽くされ

ていない」「政府の説明は不十分」（採決後の世論調査より）  

戦争はいやだ！平和憲法守ろう！日野の会 2015年 10月･11月 

（連絡先）磯崎四郎 神明４－１３－３８   ☎・Fax ０４２－５８６－３３０９ 

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
（
会
長 

浅
田
次
郎
）
の
「
審

議
や
り
直
し
を
求
め
る
」
声
明
よ
り 

「
内
容
的
に
も
手
続
き
的
に
も
、
あ
ま
り
に
瑕

疵
の
多
い
安
保
関
連
法
に
納
得
し
な
い
。
私
た

ち
は
、
政
府
与
党
に
対
し
、
も
う
一
度
最
初
か

ら
審
議
し
直
す
こ
と
を
求
め
る
。
」 

マ
マ
の
会
「
廃
止
を
求
め
る
」
声
明
よ
り 

「
今
日
か
ら
も
、
息
を
吸
う
よ
う
に
、
吐
く
よ

う
に
、
声
を
上
げ
つ
づ
け
ま
す
。
『
誰
の
子
ど

も
も
殺
さ
せ
な
い
』
世
界
を
つ
く
る
た
め
に
。
」 

 

憲法を無視した安倍内

閣の暴走は許せない 
平和憲法の解釈を安倍

内閣が勝手に変えて、「戦

争をしない」「海外で武力

を使わない」との憲法の縛

りを投げ捨ててしまいま

した。 

国民の声を聞かない

｢独裁政治｣が始まった 
ほとんどの憲法学者や

元最高裁判所長官まで「憲

法違反」と言い、7 割の国

民が採決に反対したのに、

一方的に審議を打ち切っ

て採決を強行しました。 



「戦争法」廃止の市民アピールを広め、1･31平和のつどい

を成功させるために、みなさんの協力と参加をお願いします 

 これまでおこなった 2度のピースパレードには、家族連れや親

子連れの市民がたくさん参加しました。「日野の会」は、「戦争

はいやだ」「平和憲法を守りたい」などの願いを持ち寄って誰で

も参加できる市民の集まりです。 

1月 31日の「つどい＆パレード」も、市民アピールへの賛同を

大きく広げ、市民の連名で参加を呼びかけます。みなさんのご協

力と参加をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

｢

戦
争
法｣

の
廃
止
を
求
め
る
市
民
ア
ピ
ー
ル 

日
本
を
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
に
変
え
る
「
戦
争
法
」
（
安
保
法
制
）
が
、

国
会
で
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。 

そ
れ
は
、
こ
の
法
律
が
、
自
衛
隊
を
海
外
で
の
戦
争
に
参
加
さ
せ
、
武
力
の

行
使
を
認
め
、
自
衛
隊
員
を
殺
し
殺
さ
れ
る
戦
闘
に
巻
き
込
ま
せ
る
も
の
で
あ

り
、
「
戦
争
を
し
な
い
」
「
武
力
を
使
わ
な
い
」
と
定
め
た
平
和
憲
法
に
違
反

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
憲
法
を
遵
守
す
べ
き
政
府
が
、
そ
の
縛
り
を
破
り
、
憲

法
を
無
視
し
て
暴
走
を
始
め
た
こ
と
に
、
私
た
ち
は
黙
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

「
日
本
を
戦
争
す
る
国
に
変
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
」 

「
若
者
を
、
子
ど
も
や
孫
を
、
戦
争
に
送
る
こ
と
は
、
決
し
て
許
し
ま
せ
ん
。
」 

「
戦
争
を
し
な
い
、
武
力
は
使
わ
な
い
と
定
め
た
平
和
憲
法
を
壊
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
」 

国
会
で
の
「
戦
争
法
」
の
採
決
は
、
多
数
の
国
民
・
市
民
の
反
対
を
無
視
し

た
暴
挙
で
す
。
採
決
直
前
の
世
論
調
査
で
は
「
国
会
で
の
議
論
は
尽
く
さ
れ
て

い
な
い
」
と
答
え
る
国
民
が
７
５
％
に
達
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
倍

内
閣
と
与
党
が
審
議
を
打
ち
切
り
、
暴
力
的
に
強
行
採
決
し
た
こ
と
は
許
せ
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
国
民
の
声
を
聞
く
意
志
も
、
国
民
に
理
解
を
求
め
る
努
力
も

投
げ
捨
て
た
、
独
裁
政
治
の
始
ま
り
を
示
す
も
の
で
す
。 

私
た
ち
は
、
日
本
の
未
来
を
決
め
る
主
権
者
と
し
て
、
平
和
と
民
主
主
義
を

あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。
戦
争
に
反
対
し
、
平
和
憲
法
を
守
る
た
め
に
、
ご
一
緒
に

声
を
あ
げ
続
け
ま
し
ょ
う
。 

憲
法
違
反
の
「
戦
争
法
」
を
廃
止
し
ま
し
ょ
う
。 

自
衛
隊
の
海
外
で
の
武
力
行
使
、
集
団
的
自
衛
権
の
発
動
を
や
め
さ
せ
ま
し
ょ

う
。 

平
和
主
義
・
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
を
否
定
す
る
安
倍
政
治
の
暴
走
を
許
し
ま

せ
ん
。 

「
戦
争
法
」
の
廃
止
を
求
め
る
全
て
の
人
々
、
政
党
は
、
共
同
し
ま
し
ょ
う
。 

｢市民アピール｣と 1･31平和のつどいに賛同します 

 賛同していただいた方のお名前は、1・31 市民のつどい＆パレードへの参加を呼びかけるチラシに掲

載します。チラシは、10万枚を 11月に発行し、すべての家庭に配布し、宣伝に活用します。 

賛同される方は下記に記入し、一口５００円（できれば２口以上）の募金を添えてお届けください

〔募金は後日でも構いません〕。氏名掲載の締め切りは 11月 9日(厳守)です。 

 お名前
ふりがな

(楷書で正確に)                   …チラシに氏名掲載しない方は✓を    

 住所                      募金（  ）口 （     ）円 

 ｢日野の会｣ニュースの送付を希望する方は、メールアドレスかＦＡＸ番号をお書きください。 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ キリトリ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥             

アドレス                          ＦＡＸ               


